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●

観る②≪る
磨蘇る

●

こ
の
作
品
は
、
ゴ
ヤ
の
最
初
の

連
作
版
画
集
『
気
ま
ぐ
れ
』
の
第

4
3
番
目
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

は
じ
め
は
『
気
ま
ぐ
れ
』

の
前
身

ゴ

ヤ

ロ
ス
・
カ
ブ
リ
ー
チ
ョ
ス

(
気
ま
ぐ
れ
)
よ
り

ル
4
3

「
理
性
の
眠
り
は
怪
物
を
生
む
」

一
七
九
七
年
頃

エ
ッ
チ
ン
グ
・
ア
ク
ワ
テ
ィ
ン
ト

と
も
い
え
る
未
出
版
の
版
画
集

『
夢
』

の
扉
絵
と
な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
て
い
る
人
物

は
ゴ
ヤ
自
身
で
あ
る
。
ゴ
ヤ
は
人

間
の
理
性
を
重
ん
じ
る
啓
蒙
主
義

を
信
奉
す
る
友
人
を
多
く
持
ち
、

彼
自
身
も
ま
た
啓
蒙
主
義
者
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
彼
は
眠
っ
て

い
る
。
理
性
の
鋭
い
監
視
の
眼
に

抑
え
ら
れ
て
い
た
様
々
な
本
能
や

欲
望
は
い
っ
ぎ
ょ
に
解
き
放
た
れ
、

そ
れ
ら
は
こ
う
も
り
や
山
猫
や
ふ

く
ろ
う
と
い
う
姿
に
な
っ
て
、
彼

を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
彼
ら
は
、

ま
さ
し
く
無
意
識
と
い
う
闇
の
世

界
か
ら
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
全

聾
と
な
り
孤
独
と
闘
い
を
が
ら
人

間
の
内
面
を
見
つ
め
、
そ
の
奥
深

く
に
ひ
そ
む
無
意
識
の
世
界
の
所

在
を
ゴ
ヤ
は
明
ら
か
に
し
た
。

最
初
の
連
作
版
画
集

『
気
ま
ぐ

れ
』
は
そ
こ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
ス
ペ
イ
ン
社
会

の
無
意
識
の
世
界
、
無
知
や
偽
わ

り
や
偏
見
を
理
性
に
よ
り
冷
静
に

観
察
し
、
告
発
し
ょ
う
と
し
た
ゴ

ヤ
は
、
こ
の
作
品
に
次
の
よ
う
な

解
説
を
つ
け
て
い
る
。

『
理
性
に
見
放
さ
れ
た
幻
想
は
と

ほ
う
も
な
い
怪
物
を
生
む
。
理
性

に
結
ば
れ
た
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る

芸
術
の
母
と
な
り
、
驚
く
べ
き
も

の
を
生
み
出
す
。
』



みる・かたる・つくる

特

別

展

ス
ペ
イ
ン
の
光
と
影

ゴ
ヤ
連
作
全
版
画
展
や

-
「
気
ま
ぐ
れ
」
「
戦
争
の
惨
禍
」
「
闘
牛
技
」

「
妄
」

-

ス
ペ
イ
ン
が
生
ん
だ
大
画
家
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ゴ
ヤ
・
イ
・
ル
シ

エ
ン
テ
ス

(
一
七
四
六
-
一
八
二

八
)

の
八
二
年
の
生
涯
は
激
動
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
近
代
化
と
と
も

に
あ
っ
た
。
む
し
ろ
ス
ペ
イ
ン
は

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
以

来
の
悪
習
や
偏
見
が
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
支
配
階
級
の
堕
落
は
眼

に
余
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ゴ
ヤ
の

諷
刺
の
主
題
が
、
女
性
の
ふ
る
ま

い
方
に
は
じ
ま
る
風
俗
批
判
、
国

家
と
社
会
の
指
導
者
た
ち
へ
の
政

治
批
判
、
そ
し
て
、
最
も
力
点
を

入
れ
て
教
会
の
暴
虐
へ
の
宗
教
批
判

四
大
連
作

譲
驚
米
語
轄
鵬
撃
い
る

と
連
な
る
の
も
、
す
べ
て
、
事
実
上

彼
の
五
十
歳
以
後
に
あ
た
る
。
彼

が
ま
だ
宮
廷
主
席
画
家
と
し
て
活

躍
し
た
一
七
九
五
年
ま
で
は
、
温

和
な
も
の
で
、
一
八
世
紀
末
の
伝

統
の
中
に
従
っ
て
い
た
。
ゴ
ヤ
が

こ
う
し
た
社
会
悪
を
諷
刺
し
た
背

景
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
指
導
的
な

啓
蒙
主
義
者
た
ち
、
例
え
ば
文
学

者
で
法
務
大
臣
に
も
を
っ
た
ホ
ベ
リ

ァ
ー
ノ
ス
な
ど
知
識
人
と
の
親
交
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
ゴ
ヤ
は
、
宮
廷

人
ら
の
肖
像
画
も
よ
く
描
い
た
が

そ
れ
は
宮
廷
衣
裳
に
包
ま
れ
た
愚

鈍
さ
を
見
事
に
表
現
し
て
い
た
。

例
え
ば
一
七
九
九
年
十
二
月
に
宮

廷
主
席
画
家
に
任
命
さ
れ
た
初
仕

事
で
、
有
名
な
「
カ
ル
ロ
ス
4
世

の
家
族
」
な
ど
も
ゴ
ヤ
の
筆
力
は

残
酷
な
ま
で
に
モ
デ
ル
に
迫
り
、

内
面
を
え
ぐ
り
出
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
絵
が
当
時
受
入
れ
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
は
、
国
王
や
王
妃
自

身
の
批
判
能
力
の
な
い
尊
大
さ
や

取
り
す
ま
し
た
態
度
の
証
明
で
も

あ
る
。

●

二同
じ
宮
廷
画
家
で
も
、
ゴ
ヤ
が

心
の
師
と
仰
い
だ
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は

妻
や
友
人
で
あ
る
国
王
フ
エ
リ
ッ

プ
4
世
の
愛
護
に
包
ま
れ
て
、
宮

廷
内
の
ア
ト
リ
エ
で
ひ
た
す
ら
絵

画
に
没
頭
で
き
た
幸
福
な
画
家
で

あ
っ
た
。
ゴ
ヤ
の
場
合
、
個
人
的

ゴヤ(1746-1828)

に
も
社
会
的
に
も
生
活
は
決
し
て

平
隠
な
も
の
で
な
か
っ
た
。

ゴ
ヤ
の
後
半
生
の
第
一
の
事
件

は
、
一
七
九
二
年
に
重
病
に
な
っ

た
こ
と
だ
。
や
が
て
、
健
康
は
回

復
し
た
も
の
の
全
聾
と
な
り
、
強

迫
観
念
に
悩
ま
さ
れ
、
ペ
シ
ミ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
陥
っ
た
。

こ
の
大
病
か
ら
七
年
後
の
一
七

九
九
年
に
自
画
像
を
含
む
八
〇
点

の
シ
リ
ー
ズ
版
画
『
気
ま
ぐ
れ
』

5
・
1
7
㈲
̃
6
・
1
6
㈲

が
制
作
さ
れ
た
。
ゴ
ヤ
の
最
初
の

版
画
集
で
あ
る
。

第
二
の
事
件
は
、
ス
ペ
イ
ン
の

政
治
的
・
社
会
的
破
局
で
あ
る
。

一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と

そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
隊
に

よ
る
侵
入
、
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
の

躁
欄
と
急
激
な
社
会
変
動
が
彼
に

介
入
し
た
。
こ
の
一
八
〇
八
年
の

フ
ラ
ン
ス
軍
の
侵
入
と
そ
れ
に
続

く
ス
ペ
イ
ン
民
衆
に
よ
る
独
立
戦

争
、
有
名
な
「
五
月
二
日
」

の
民

衆
蜂
起
と
翌
「
五
月
三
日
」
の
フ

ラ
ン
ス
軍
の
残
虐
な
報
復
事
件
を

ゴ
ヤ
は
マ
ド
リ
ー
ド
に
留
り
目
撃

し
た
。
ゴ
ヤ
は
事
件
に
触
発
さ
れ

手
元
に
あ
っ
て
も
す
ぐ
使
え
る
銅

板
に
向
い
、
版
画
集
の

『
戦
争
の

惨
禍
』

の
制
作
に
着
手
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

版
画
集
の
制
作
は
一
時
中
絶
し
、

そ
の
間
に
『
闘
牛
技
』

(
一
八
一

六
年
)

を
は
さ
ん
で
、
よ
う
や
く

一
八
二
〇
年
に
八
二
点
の
シ
リ
ー

ズ
が
完
成
し
た
。
結
局
ゴ
ヤ
の
生

前
に
は
出
版
は
さ
れ
ず
、
初
版
が

刷
ら
れ
た
の
は
一
八
六
三
年
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
戦
争
の
惨

禍
』

の
シ
リ
ー
ズ
は
三
部
構
成
で
、

●

「
速
水
御
舟
と
そ
の
時
代
」

-
静
か
な
感
動
呼
ぶ
ー

0
0
年
1
月
1
9
日
か
ら
2
月
2
7
日

ま
で
開
か
れ
た
本
展
は
、
冬
季
に

も
か
か
わ
ら
ず
予
想
以
上
の
来
館

者
が
あ
り
、
し
り
上
が
り
の
反
響

を
呼
ん
だ
。
期
間
中
、
御
舟
の
い

と
こ
に
あ
た
る
日
本
美
術
院
同
人

の
吉
田
善
彦
氏
も
駆
け
付
け
た
。

吉
田
氏
は
、
十
八
歳
の
時
か
ら

御
舟
の
没
す
る
二
十
四
歳
の
時
ま

で
親
し
く
指
導
を
受
け
た
。
「
絵

の
ゆ
き
方
か
ら
人
生
の
生
き
方
ま

で
先
生
の
恩
恵
を
被
っ
て
い
る
」

と
語
り
な
が
ら
、
古
典
の
学
習
と

写
実
の
追
求
に
徹
し
た
作
品
を
前

に
、
「
日
本
画
の
厳
し
い
伝
統
を

踏
ま
え
た
、
最
高
の
近
代
的
表
現
」

と
、
感
動
の
時
を
過
さ
れ
、
去
り

難
い
面
持
ち
が
う
か
が
わ
れ
た
。



もう助かる道はない
版画集「戦争の惨禍」 No15)

マドリード闘牛場でファニート・アピニヤー二
が見せた敏捷さと大胆さ(版画集「闘牛技」No20)

ーみる・かたる・つくる

恐怖の妄
(版画集「妄」 No2)

●

第
一
部

(
二
̃
四
七
図
)

は
、
戦

争
の
残
虐
さ
、
悲
惨
さ
、
不
条
理

を
描
き
、
第
二
部

(
四
八
̃
六
四

図
)

は
、
戦
争
の
際
に
マ
ド
リ
ー

ド
で
起
き
た
飢
饉
の
惨
状
、
第
三

部
(
六
五
̃
八
二
図
)

で
は
戦
後

の
為
政
者
へ
の
失
望
と
批
判
を
「

強
調
さ
れ
た
カ
ブ
リ
ー
チ
ョ
」
と

題
し
て
描
い
た
。

一
八
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『

闘
牛
技
』

は

『
戦
争
の
惨
禍
』

の

制
作
と
並
行
し
て
制
作
さ
れ
た
三
三

点
の
シ
リ
ー
ズ
で
牛
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
動
き
を
と
ら
え
た
作
品
集
。

『
妄
』

は
、
一
八
一
五
年
か
ら

一
八
二
四
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
一
八
点

(
後
に
四
点
を
加
え
て

二
二
点
)

か
ら
な
る
。
妾
は
「
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
」
と
か
「
ひ
ど
い
な

あ
」

の
意
味
だ
そ
う
だ
。
『
気
ま

ぐ
れ
』

や
『
戦
争
の
惨
禍
』
よ
り

も
さ
ら
に
厳
し
い
専
制
政
治
の
復

活
下
で
身
の
危
険
も
あ
り
批
判
や

諷
刺
が
難
し
い
表
現
と
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
作
品
集
の
真
相
は

不
明
な
点
が
多
い
。

三ゴ
ヤ
は
、
生
涯
を
通
じ
二
六
九

点
の
銅
版
画
と
晩
年
二
三
点
の
石

版
画
を
制
作
し
た
。
今
回
の
連
作

四
大
シ
リ
ー
ズ
は
総
て
銅
版
画
二

二
四
点
で
構
成
し
展
観
す
る
の
で

ゴ
ヤ
の
版
画
芸
術
の
全
貌
を
鑑
賞

で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。
銅

版
画
二
六
九
点
の
う
ち
、
ゴ
ヤ
の

生
存
中
に
刷
ら
れ
た
も
の
は
半
数

以
下
の
二
二
〇
点
に
す
ぎ
な
い
事

実
は
、
そ
の
制
作
が
い
か
に
政
治

的
危
険
と
背
中
合
わ
せ
で
あ
っ
た

か
の
証
拠
で
あ
ろ
う
。

ゴ
ヤ
の
銅
版
画
は
、
エ
ッ
チ
ン

グ
と
共
に
松
脂
に
よ
る
ア
ク
ワ
テ

ィ
ン
ト
と
い
う
当
時
比
較
的
新
し

い
技
法
を
導
入
し
、
こ
の
二
つ
の

技
法
を
基
本
と
す
る
複
合
効
果
を

示
す
独
創
的
な
仕
事
で
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。
画
面
上
か
ら
は
、

背
景
に
ア
ク
ワ
テ
ィ
ン
ト
を
用
い
、

人
物
に
は
エ
ッ
チ
ン
グ
を
適
用
し
、

い
く
つ
か
の
作
品
で
は
さ
ら
に
ビ

ユ
ラ
ン
彫
り
と
か
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン

ト
技
法
も
加
味
し
て
い
る
。
ゴ
ヤ

は
、
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
唯
一
の
版

画
家
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

四ゴ
ヤ
の
芸
術
は
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
生
ん
だ
「
革
命
の
芸
術
」
と
呼

ば
れ
、
時
代
の
苦
難
を
よ
く
表
現

し
て
い
る
。
一
人
の
作
家
の
芸
術

の
中
に
国
民
生
活
が
よ
く
体
現
さ

れ
て
い
る
と
思
う
。
こ
の
事
自
体

が
ゴ
ヤ
以
前
に
前
例
の
な
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
精

神
が
芸
術
に
与
え
た
影
響
の
中
で

音
楽
で
は
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
作
品

に
、
絵
画
で
は
ゴ
ヤ
の
作
品
に
表

わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
革
命
の
影

響
力
が
全
世
界
的
な
も
の
で
あ
っ

●

た
こ
と
の
証
し
で
も
あ
る
。
な
お

二
人
が
聾
者
で
あ
っ
た
こ
と
も

偶
然
と
は
言
え
不
思
議
な
共
通
点

だ
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
近
代
社
会
の
出
発
点
は
、
産
業

革
命
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
源
流
を

求
め
る
が
、
で
は
、
近
代
絵
画
の

出
発
点
を
ど
こ
に
お
く
か
は
い
ろ

ん
な
見
解
が
あ
る
。
だ
が
今
日
、

ゴ
ヤ
が
技
術
的
に
も
主
題
的
に
も

古
典
的
規
範
か
ら
近
代
性
へ
の
移

行
を
告
げ
る
道
を
開
拓
し
た
画
家

で
あ
り
、
多
様
な
近
代
美
術
思
想

を
準
備
し
、
強
力
な
橋
渡
し
の
役
割

を
果
し
た
こ
と
は
多
く
の
人
が
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
展

観
は
、
近
代
絵
画
の
ル
ー
ツ
を
考

え
る
機
会
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。

時
代
と
民
族
を
こ
え
た
ゴ
ヤ
と
の

心
の
交
流
を
期
待
し
た
い
。

●
美
術
講
演
会

日
時
・
場
所

五
月
二
六
日
㈲
午
後
二
時

か
ら

美
術
館
講
堂
に
て

演
題

「
ゴ
ヤ
ー
版
画
の
世
界
-
」

講
師

牛
玖
健
治
氏

(
版
画
家
)

●
第
一
回
美
術
を
語
る
会

日
時
・
場
所

六
月
八
日
㈲
午
後
二
時
か

ら

美
術
館
研
修
室
に
て

話
題
提
供
者
鶴
岡
洋
氏
(
版
画
家
)

話
題

「
ゴ
ヤ
と
銅
版
画
の
技
法
」

第
一
回
日
本
現
代
具
象
彫
刻
展

-
初
の
試
み
成
功
-

2
月
2
日
か
ら
2
4
日
ま
で
開
か

れ
た
本
展
は
、
隔
年
開
催
の
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
方
式
の
第
一
回
展
で
あ

る
が
、
全
国
か
ら
1
0
4
点
の
力
作
が

寄
せ
ら
れ
、
次
回
に
向
け
て
明
る

い
見
通
し
が
で
き
た
。

2
日
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
受
賞

式
の
審
査
講
評
の
中
で
、
審
査
員

本
間
正
義
氏
は
、
「
長
ら
く
冷
飯

を
食
っ
て
き
た
具
象
彫
刻
が
近
年

再
び
脚
光
を
浴
び
て
き
て
お
り
、

新
し
い
具
象
作
家
が
育
ち
つ
つ
あ

る
。
今
回
の
審
査
を
通
し
て
見
て

も
、
実
に
多
彩
な
表
現
が
見
ら
れ
、

現
代
美
術
の
多
様
性
を
如
実
に
表

わ
し
て
お
り
、
大
い
に
今
後
の
可

能
性
を
感
じ
た
」
と
述
べ
ら
れ
、

本
県
の
投
じ
た
一
石
に
大
い
に
注

目
さ
れ
て
い
た
。



みる・かたる・つくる-

0
0
年
度
事
業
案
内
①

今
年
度
は
、
第
工
期

(
昭
和
六

十
年
四
月
二
日
㈹
-
八
月
十
八
日

㈲
)
、
第
Ⅱ
期
(
九
月
二
十
一
日

㈲
̃
十
月
十
三
日
㈲
)
、
第
Ⅲ
期

(
十
二
月
十
三
日
㈹
̃
昭
和
六
十

年
三
月
三
十
日
㈲
)

の
三
期
に
分

け
て
開
催
し
ま
す
。

第
工
期
は

『
房
総
ゆ
か
り
の
美

術
家
』
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

第
一
、
第
二
重
で
は
日
本
近
代

美
術
の
先
駆
者
で
あ
る
浅
井
忠
、

香
取
秀
真
、
津
田
信
夫
等
、
ま
た

現
在
日
本
国
内
外
で
活
躍
し
て
い

る
東
山
魁
夷
、
浜
口
陽
三
等
を
中

心
に
日
本
画
、
洋
画
、
工
芸
、
版

画
の
各
分
野
か
ら
、
千
葉
県
出
身

ま
た
は
千
葉
県
ゆ
か
り
の
作
家
の

作
品
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

第
三
室
で
は
、
「
新
収
蔵
作
品

展
」
と
し
て
、
昨
年
度
に
新
た
に

本
館
に
収
蔵
さ
れ
た
作
品
と
、
.
こ

れ
ま
で
収
蔵
さ
れ
た
も
の
の
中
で

未
公
開
で
あ
っ
た
作
品
を
、
房
総

ゆ
か
り
の
美
術
家
、
浅
井
忠
と
そ

の
周
辺
、
水
彩
画
の
流
れ
の
三
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
日
本
画
、
洋宮取風堂「群魚」

画
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
の
五
つ
の
分

野
か
ら
展
示
し
ま
す
。

展
示
内
容

第
一
、
第
二
展
示
室

○
日
本
画

石
井
柏
享
の
祖
父
に
あ
た
る
幕

末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
南
画
家

鈴
木
鷲
湖
、
帝
展
、
文
展
で
活
躍

し
、
異
色
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ

る
石
井
林
響
、
今
村
紫
紅
と
目
黒

赤
曜
会
を
結
成
し
、
ま
た
、
院
展

で
活
躍
し
た
冨
取
風
堂
、
川
端
画

学
校
に
学
び
、
昭
和
初
期
に
房
総

の
美
術
界
に
大
き
な
役
割
を
果
し

た
鈴
木
月
揮
他
、
東
山
魁
夷
、
立

石
春
美
、
秋
葉
長
生
、
若
木
山
、

渡
辺
学
、
岩
崎
巴
人
、
関
主
税
、

松
尾
敏
男
の
作
品
を
展
示
。
会
期

中
は
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

○
洋
画

浅
井
忠
を
は
じ
め
と
し
て
、
工

部
美
術
学
校
で
サ
ン
・
ジ
ョ
バ
ン

二
に
学
び
、
曽
山
幸
彦
ら
と
画
学

専
門
学
校
を
設
立
、
ま
た
、
大
幸

館
で
後
進
の
育
成
に
尽
し
た
堀
江

正
章
、
岸
田
劉
生
に
師
事
し
、
草

土
社
、
春
陽
会
等
で
活
躍
し
た
椿

貞
雄
、
渡
欧
し
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー

ト
ン
ヌ
等
に
出
品
、
帰
国
後
も
独

自
の
南
風
を
追
求
し
た
原
勝
郎
他
、

石
橋
武
治
、
浅
井
真
、
板
倉
鼎
の

作
品
を
展
示
。

●

○
工
芸

古
典
に
基
礎
を
置
い
た
格
調
高

い
作
品
を
残
し
た
香
取
秀
真
、
欧

米
諸
国
の
工
芸
を
紹
介
し
、
新
傾

向
の
作
品
を
発
表
し
た
津
田
信
夫

と
い
う
近
代
金
工
界
の
み
な
ら
ず

日
本
の
近
代
工
芸
界
を
リ
ー
ド
し

た
二
人
の
鋳
金
作
家
の
他
、
香
取

正
彦
、
信
田
洋
、
鈴
木
治
平
ら
現

在
も
活
躍
す
る
金
工
作
家
の
作
品

を
展
示
。

○
版
画

メ
ゾ
テ
ン
ト
に
よ
る
美
の
世
界

を
創
り
あ
げ
、
現
在
銅
版
画
の
第

一
人
者
で
あ
る
浜
口
陽
三
、
独
自

の
方
法
で
木
版
画
に
繊
細
な
味
わ

い
を
出
し
た
星
裏
一
、
様
々
な
銅

版
画
の
技
法
を
駆
使
し
、
色
彩
感

覚
豊
か
な
作
品
を
発
表
し
て
い
る

深
沢
幸
雄
ら
、
国
際
的
な
展
覧
会

で
活
躍
し
評
価
の
高
い
三
人
の
作

品
を
展
示
。
会
期
中
展
示
替
え
を

行
い
ま
す
。

香取正彦

「騰銀玉錯花瓶」

第
三
室

○
浅
井
忠
と
そ
の
周
辺

昭
和
五
十
九
年
度
基
金
取
得
作

品
で
あ
る
浅
井
忠
の
油
彩
画
、
水

彩
画
、
日
本
画
作
品
の
他
資
料
類

と
、
浅
井
忠
と
共
に
京
都
高
等
工

芸
学
校
で
後
進
の
指
導
に
尽
し
た

牧
野
克
次
の
作
品
を
展
示
。

○
水
彩
画
の
流
れ

明
治
後
期
よ
り
水
彩
画
家
と
し

て
日
本
に
お
け
る
水
彩
画
の
普
及

に
つ
と
め
た
大
下
藤
次
郎
、
三
宅

克
己
、
現
在
水
彩
連
盟
他
で
活
躍

し
て
い
る
荒
谷
直
之
介
、
三
橋
兄

弟
治
の
作
品
を
展
示
。

○
房
総
の
ゆ
か
り
の
美
術
家

主
な
作
家
を
あ
げ
る
と
日
本
画

で
は
石
井
林
響
、
田
岡
春
径
、
横

尾
芳
月
、
時
田
直
善
、
若
木
山
、

洋
画
で
は
都
鳥
実
害
、
工
芸
で
は

津
田
信
夫
、
彫
塑
で
は
安
西
順
一

堀
豊
之
、
山
崎
英
五
、
書
で
は
、

浅
見
喜
舟
、
福
田
裏
州
の
作
品
を

展
示
。
会
期
中
展
示
替
え
を
行
い

ま
す
。

展
覧
会
事
業

特
別
展
「
ゴ
ヤ
連
作
全
版
画
展
」

会
期

5
月
1
 
7
日
̃
6
月
1
 
6
日

内
容

別
掲

特
別
展
「
フ
ラ
ン
ス
名
画
展
」

会
期

8
月
2
3
日
̃
9
月
1
 
6
日

内
容

詳
細
次
号

常
設
収
蔵
作
品
展

会
期
I
4
月
2
日
-
8
月
1
8
日

Ⅱ
9
月
2
1
日
-
1
 
0
月
1
 
3
日

Ⅲ
1
 
2
月
1
 
3
日
̃
3
月
0
0
口

内
客

土
別
掲
Ⅱ
・
Ⅲ
次
号

今
関
啓
司
展
-
房
総
の
美
術
家
シ

リ
ー
ズ
㈹

会
期

内
容

9
月
1
 
9
日
̃
1
 
0
月
1
 
3
日

今
関
啓
司

(
一
八
九
三

浜口陽三「草花」

̃
一
九
四
六
)

は
、
長

南
町
に
生
ま
れ
、
春
陽

会
で
活
躍
。
油
彩
作
品

を
中
心
に
展
覧
す
る
。

第
九
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

会
期
①
八
千
代
市
文
化
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

9
月
n
日
-
9
月
2
3
日

②
君
津
市
役
所
大
ホ
ー
ル

9
月
2
6
日
-
1
0
月
1
5
日

内
容

本
館
収
蔵
作
品
の
鑑
賞

の
機
会
を
広
く
県
民
に

拡
大
し
、
地
域
文
化
の

振
興
に
寄
与
す
る
た
め

県
内
2
か
所
で
行
う
。



昨
年
度
収
蔵
さ
れ
た
作
品
は
次

の
通
り
で
す

臨
書
囚

若
木
山
作
「
三
鷺
刈
る
信
濃
の
女
」

(
紙
・
着
彩
)

石
井
林
響
作
「
梅
花
書
屋
」

(
絹

・
淡
彩
)
他
二
点

蒔
田
直
善
作
「
魚
紋
」
(
紙
・
着
彩
)

大
下
藤
次
郎
作
「
紫
陽
花
」
(
紙
・

水
彩
)
他
二
点

三
宅
克
己
作
「
小
諸
城
址
」
(
紙
・

水
彩
)

荒
谷
直
之
介
作
「
若
い
裸
婦
た
ち
」

(
キ
ャ
ン
バ
ス
・
水
彩
)

安
西
順
一
作

「
秋
晴
」

(
木
)

堀
豊
之
作
「
姉
妹
」
(
ブ
ロ
ン
ズ
)

青
木
三
四
郎
作
「
憩
い
」

(
石
)

ーみる・かたる・つくる

大下藤次郎「紫陽花」

松
本
雄
治
作
「
大
母
神
、
天
を
翔

け
る
」

(
ブ
ロ
ン
ズ
・
石
)

津
田
信
夫
作
「
煙
草
入
」
(
鋳
金
)

他
十
一
点

福
田
裏
州
作
「
蘇
束
披
講
」
(
紙
・

墨
)

関
主
税
作
「
信
濃
路
春
秋
」
(
紙
・

石
版
)

(
聞
=
圃
)

次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

田
中
路
人
氏
よ
り

田
中
路
大
作
「
豊
漁
」
(
紙
・
着
彩
)

遵
守
き
の
い
氏
よ
り

若
木
山
作
「
島
ノ
椿
」
(
紙
・
着
彩
)

他
一
点

西
宗
忠
之
氏
よ
り

石
井
林
響
作
「
木
華
開
耶
姫
」
(
絹
・

着
彩
)石

井
林
響

「
木
華
開
耶
姫
」

時
田
直
善
氏
よ
り

時
田
直
善
作
「
夕
凪
」
(
紙
・
着
彩
)

葉
巻
洋
子
氏
よ
り

浅
井
忠
作
「
革
を
摘
む
女
た
ち
」

(
紙
・
着
彩
)
他
八
十
六
点

池
辺
義
路
氏
よ
り

浅
井
息
作
「
パ
リ
公
園
」

(
紙
・

鉛
筆
淡
彩
)
他
一
点

桐
原
一
彦
氏
よ
り

牧
野
克
次
作
「
松
林
」
(
紙
・
水
彩
)

浅
井
忠
作
「
茶
托
」

(
陶
芸
)

都
鳥
成
一
氏
よ
り

都
鳥
英
喜
作
「
舟
小
屋
」
(
キ
ャ
ン

バ
ス
・
油
彩
)
他
二
点

荒
谷
直
之
介
氏
よ
り

荒
谷
直
之
介
作
「
大
島
風
景
」
(
紙
・

水
彩
)
他
三
点

浅井 忠「洋上の夕陽」

●

浅
見
政
美
氏
よ
り

浅
見
喜
舟
作
「
木
戸
公
之
詩
」
(
紙
・

墨
)
他
十
点

日
下
部
嶋
鶴
作
「
不
背
…
」
(
紙
・

塁
)

他
十
一
点

長
三
洲
他
作
「
明
治
文
人
塞
客
寄

書
」昭

和
五
十
九
年
度

取
得
基
金
購
入
資
料

浅
井
忠
作

「
渓
流
」
(
紙
・
鉛
筆
淡
彩
)

「
曳
船
通
り
」

(
紙
・
ペ
ン
)

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
夕
景
」

(
板
・
油
彩
)

「
洋
上
の
夕
陽
」
(
紙
・
水
彩
)

「
母
の
肖
像
」

(
紙
・
油
彩
)

「
松
」

(
紙
・
墨
)

「
梅
」

(
紙
・
墨
)

「
欧
州
風
景
」

(
絹
・
墨
)

「
盗
賊
」

(
絹
・
着
彩
)

「
祖
浅
巻
物
」

(
紙
・
墨
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
二
番
)
」

(
紙
・
着
彩
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合

(
七

番
)
」

(
紙
・
着
彩
)

「
当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
十

五
番
)
」

(
絹
・
着
彩
)

当
世
風
俗
五
十
番
歌
合
(
二

十
八
番
)
」

(
絹
・
着
彩
)

「
狂
女
」
(
子
規
句
、
絹
・
着
彩
)

「
古
城
」
(
子
規
句
、
絹
・
着
彩
)

「
範
を
背
負
う
女
」
(
絹
・
着
彩
)

ご
あ
ん
な
い
・
団
体
展

●
第
0
0
回
二
科
千
葉
支
部
展

5
月
8
日
̃
5
月
1
2
日

●
二
紀
会
千
葉
県
支
部
展

5
月
8
日
-
5
月
1
 
2
日

●
第
1
 
6
回
表
美
展

5
月
1
4
日
̃
5
月
1
9
日

●
千
葉
市
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
展

5
月
1
4
日
-
5
月
1
9
日

●
デ
ン
マ
ー
ク
手
作
り
じ
ゅ
う
た

ん
展
示
会5

月
2
1
日
-
5
月
2
6
日

●
富
士
美
術
展

5
月
2
8
日
-
6
月
2
日

●
第
1
 
2
回
千
虹
日
本
面
会
展

5
月
2
8
日
̃
6
月
2
日

●
第
8
回
一
陽
会
千
葉
展

6
月
4
日
̃
6
月
9
日

●
第
1
 
1
回
貌
展

6
月
4
日
-
6
月
9
日

●
第
1
0
回
関
東
全
展
(
絵
画
展
覧

会
)

6
月
n
日
-
6
月
1
6
目

●
千
葉
県
書
道
協
会
展

6
月
1
8
日
-
6
月
2
3
日

●
日
本
画
秀
峰
会
展

6
月
1
8
日
̃
6
月
3
0
目

●
秋
耕
会
千
葉
支
部
展

6
月
2
5
日
-
6
月
3
0
日

●
第
8
回
精
鋭
展

6
月
2
5
日
-
了
月
7
日

●
第
3
回
(
明
日
を
拓
く
)
教
育

美
術
展

7
月
2
日
-
了
月
7
目



みる・かたる・つくる-

か
た
る
・
つ
く
る

轟
轟
轟

6
月
6
.
7
日

7
月
3
̃
5
日

(
1
日
間
)

講
師

宮
沢
一
雅
氏

定
員

2
5
名

申
込
締
切

5
月
1
 
6
日

田
洋
画
研
修
講
座
(
1
)

期
日

6
月
4
・
5
日

n
・
1
2
日

(
4
日
間
)

講
師

篠
崎
輝
夫
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

5
月
2
1
日

田
洋
画
入
門
講
座
(
1
)

期
日

6
月
1
 
5
・
1
6
日

2
2
・
2
3
日
・
2
9

0
0
日
(
6
日
間
)

講
師

太
田
洋
三
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

6
月
1
日

〇
陶
芸
入
門
講
座

期
日

6
月
2
5
̃
2
7
日

1
月
1
6
・
2
3
日

(
5
日
間
)

講
師

清
野
一
郎
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

6
月
‖
日

田
て
ん
刻
入
門
講
座

:∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 

期
日

1
月
H
・
1
 
2
日

1
8
日

(
3
日
間
)

講
師

霊
園
鴻
甫
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

6
月
n
日

〇
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
1
)

期
日

7
月
2
4
・
2
5
日

(
2
日
間
)

講
師

羽
生
智
樹
氏

定
員

3
0
名

申
込
締
切

1
月
1
0
日

〇
版
画
入
門
講
座

期
日

8
月
上
旬

講
師

平
野
正
房
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

1
月
中
旬

〇
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
2
)

期
日

8
月
8
・
9
日

(
2
日
間
)

講
師

戸
田
健
夫
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

7
月
2
5
日

田
洋
画
入
門
講
座
(
2
)

期
日

8
月
2
4
・
2
5
日

9
月
7
・
8
日

2
8
・
2
9
日

(
6
日
間
)

講
師

根
岸
茂
行
氏

定
員

0
0
名

申
込
締
切

8
月
1
0
日

0
0
年
度
事
業
案
内
②

普
及
事
業

美
術
講
演
会

特
別
展
に
関
連
し
て
、
本
年
度

2
回
実
施
す
る
。

期
日

㈲

5
月
2
6
日
㈲

ほ

9
月
1
日
㈲

美
術
を
語
る
会

美
術
一
般
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
、

よ
り
一
層
の
理
解
と
関
心
を
深

め
る
た
め
定
期
的
に
実
施
す
る
。

期
日

(4) (3) (2) (1)

6
月
8
日
脚

9
月
1
 
4
日
脚

9
月
2
 
8
日
㈲

H
月
0
0
日
田

○
研
修
講
座

日
本
画
・
洋
画
・
陶
芸
・
書
芸
・

て
ん
刻
(
各
3
日
̃
1
日
間
)

実
技
講
座
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
往
復
は
が
き
に
希
望
講
座
名

住
所
・
氏
名
・
年
令
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
学
芸
課
普
及
班
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

特
別
展
入
場
料
の
免
除
対
象

六
月
十
五
日
(
干
葉
県
民
の
日
)

及
び
六
十
五
才
以
上
の
者
、
身
体

障
害
者
(
介
護
者
を
含
む
)
又
は

精
神
薄
弱
者
の
方
は
入
場
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

1
2
・
2
0

1
・
1
9

2
・
9

2
・
2
1

2
・
2
3

4
・
l

美
術
館
協
議
会

特
別
展
「
速
水
御
舟
と

そ
の
時
代
展
」
(
2
月
2
7

日
ま
で
)

第
一
回
現
代
日
本
具
象

彫
刻
展
オ
ー
プ
ン
・
授

賞
式
(
2
月
2
4
日
ま
で
)

第
二
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
佐
藤
信
夫
氏
)

美
術
館
協
議
会

第
三
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
鈴
木
徹
氏
)

辞
令
交
付

㈲

2
月
1
日
㈲

美
術
館
夏
季
大
学

美
術
に
親
し
み
な
が
ら
知
識
や

理
解
を
深
め
、
そ
の
魅
力
に
触

れ
る
。

期
日

7
月
2
6
日
・
2
7
日

英
技
講
座

み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
と
い

う
本
館
の
事
業
の
一
環
と
し
て

次
の
諮
座
を
実
施
す
る

○
入
門
講
座

日
本
画
・
デ
ッ
サ
ン
・
洋
画
・

版
画
・
彫
塑
・
七
宝
焼
・
陶
芸

金
工
・
書
芸
・
て
ん
刻

(
各
2
日
̃
1
日
間
)

職
貝
異
動

●

昭
和
0
0
年
4
月
1
目
付
け
で
次

の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

圏
退
職
者

内
野

泉
(
学
芸
員
)

圏
転
出
者

森
田

保
(
主
査
-
教
育
庁
文
化

課
主
査
兼
文
化
振
興
係

長
)

加
営
利
和
夫
(
副
主
査
-
千
葉
市

立
高
洲
第
二
中
学
校
教

頭
)

前
川
公
秀
(
学
芸
員
-
教
育
庁
文

化
課
文
化
施
設
係
文
化

●

財
主
事
)

忍
足
正
雄
(
副
主
査
-
印
旛
沼

下
水
道
事
務
所
副
主
査
)

圏
転
入
者

高
村
照
夫

(
千
葉
市
立
み
つ
わ
台

中
学
校
教
諭
-
副
主
査
)

田
坂

浩
(
県
文
化
財
セ
ン
タ
ー

文
化
財
主
事
-
文
化
財

主
事
)

岩
瀬
隆
司

(
千
葉
港
湾
事
務
所
主

任
技
師
-
主
任
技
師
)

相
川
順
子
(
県
立
上
総
博
物
館
学

芸
員
-
学
芸
員
)


